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病院親睦バレーボール大会で「Cパート優勝！」という輝かしい成績を上げる事ができ、各部署の職員たちがひとつになって頑張る
姿がとても感動的でした。今後も、職員間の「つながり」を大切に、「働きやすい職場づくり」を目指していきたいと思っております。

http://www.yuzuriha.or.jp/
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土井首
バス停

「最近、眠れない」「毎日、ゆううつで何もしたくない」「仕事でのストレスで体調がすぐれない」
「最近、親が物忘れがひどくなった」等、誰にも悩みを話せない・・・でもどうにかしたい！
そのような悩みがあれば、私たちからご自宅等へ出向きお話を聞かせて下さい。
一緒にお悩みを共有しながら、「こころの元気」を取り戻すお手伝いをさせて下さい。
※まずは、お気軽にお電話下さい。（相談内容によっては、お引き受けできない場合もございますのでご了承ください。）

「出張相談」いたします

当院へ徒歩でお越しの際は、坂の登り
口より電話（095-878-3734）してい
ただければ、坂の下までお迎えに参り
ますので遠慮なくご利用ください。
（土日祝は除きます）

この区間は
急な上り坂に
なっています

駐車場

診療科目

病床数

長崎バス
30番系統に乗車　（深堀・香焼・野母崎方面行き）
土井首バス停下車　徒歩およそ10分
クルマ
国道499号下り線土井首バス停の次の信号の先を左折
（田吾作米の看板が目印）
長崎駅・大波止ターミナルからは、野母崎・香焼方面に向け
国道499号線沿いをおよそ30分走行

〒850-0975 長崎県長崎市三和町413番地

TEL 095-878-3734 FAX 095-878-3289
検  索杠葉病院

す ～こころのかぜひいていませんか？～

電話受付：平日（月～金）（10:00 ～16:00）（予約制）
お問い合わせ：（095）878-3734　事務総務課　担当：吉田形（よしだがた）、地域生活支援課　担当：冨永

連絡先

地域生活支援課からのお知らせ
～患者様とご家族の方へ～
外来受診や入院相談に関しては、
地域生活支援課のソーシャルワーカーが対応します。
ささいな事でも構いませんので、お気軽にご相談ください。

～医療機関および施設の方へ～
地域医療連携の窓口として
「地域生活支援課」が、お話をうかがいますので、
ぜひご利用ください。

受付時間 ： 8:50～17:10 電話 095-878-3734 （代表）ファックス095-878-3289 （代表）

　平成29年6月18日、第26回メモリード杯バレーボー
ル大会が開催され、杠葉病院として参加しました。予選2
勝し、決勝進出。接戦の末Cパート優勝を果たすことが
できました。前回の悔しさを晴らすことができ、チーム
一丸となって掴んだ勝利だったと思います。次回Bパー
トでの試合になりますが、杠葉病院らしさを忘れず1つ
でも多くの勝利を目指します。

第26回 メモリード杯病院親睦バレーボール大会

Cパート優勝しました！

祝 優勝！

「第10回 ゆず祭り」
が開催されました
　平成29年5月20日（土）、杠葉病院
グランドにて「第10回　ゆず祭り」が

開催されました。今回も外部から創作品やパン・野菜な
どの店舗の出店、ネイルサロンなどボランティアの方々
のご協力があり、また、地域住民の方々も多数足を運ん
で頂き、とても充実したゆず祭りとなりました。

ゆ
ず

祭
り

杠
葉
の 

初
夏
の
イ
ベン
ト 

ゆ
ず
祭
り

　
　

家
族
や
ご
近
所 

楽
し
く
過
ご
す

今
日
だ
け
は 

出
店
を
は
し
ご 

あ
れ
や
こ
れ　

　
　

お
な
か
も
膨
れ 

恵
比
須
顔

舞
台
で
は 

ラ
ム
ネ
早
飲
み 

抽
選
会

　
　

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ 

歌
え
踊
れ
や

（
作

：

作
業
療
法
課　

前
園
健
之
）

感
想
短
歌

平成 29 年（2017年）秋　第14号（4）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」

http://www.yuzuriha.or.jp/　編集発行：医療法人協治会　杠葉病院　☎095-878-3734

のびのびリング

2017

病 院 理 念

患者様本位の医療と看護
一、人間としての尊厳と生活の質を重視した思いやりのあるケアの提供

二、地域社会との連携を目指した医療・看護サービスの提供

三、職員の専門知識の向上による医療・看護の充実

基本方針

第26回メモリード杯病院親睦バレーボール大会Cパート優勝での記念撮影

杠葉病院は、大正13年に創設された精神科の医療機関です。
長崎市南部の緑豊かな環境の中、地域に根差した医療を心がけています。
職員一同、「患者様本位の医療と看護」の理念に基づいた人間的温かみのある

医療サービスの提供に努めます。

第 14号
秋



学会参加報告

第32回 日本老年精神医学会

精神科認定看護師を
取得しました　当院は、南山手（旧ゆずりはクリニック）から現在の場所に2008年11月に移転し、心療内科の診療を開始

しました。
　さらに、2017年4月からは糖尿病専門医が担当する糖尿病専門外来を始め、3階「心療内科・精神科」、4階「糖
尿病・内分泌内科」として診療を行っております。
　昔から「銀嶺ビル」として親しまれてきたレンガ造りの趣ある建物の中にあり、室内もリラックスできる雰
囲気を大切にして皆様のご利用をお待ちしております。
　浜町に近く各方面からの各種交通機関によるアクセスにも恵まれており、街なかのお店に立ち寄る感覚で、
お気軽にご利用ください。
　診療のご案内　ホームページもご参照ください（http://clinic.yuzuriha.or.jp/）。

　平成28年度精神科認定看護師認定試験に合格し、平
成29年4月より精神科認定看護師として活動していく
ことになりました。平成27年からの2年間、東京都と
京都府において行われていた認定研修に、杠葉病院の
全面バックアップのもと行かせていただきました。研
修期間中は5日～ 7日、臨床実習中は約3週間病棟を不
在にし、病棟師長をはじめ病棟スタッフに多大なる迷
惑をかけましたが、全ての方々の協力もあり無事に成
し遂げることが出来ました。この場を借りて厚く御礼
申し上げます。
　さて、精神科認定看護師は、精神科看護の専門的知
識や技術を用いて、質の高い精神科看護の「実践」「相談」
「指導」「知識の発展」を役割としています。また、精
神科看護の現場で起こる様々な臨床状況に対応する力
を発揮し、他部門との連携、調整役、看護上の困りご

との相談役、院内教育を活性
化させるなどの活動を通し
て、現場の精神科看護が向上
することが期待されています。
　4月から4ヶ月が経過しようとしていますが、院内研
修や病棟研修の実施、業務改善に関することなどを病
棟スタッフと協力しながら進めていくなど、積極的に
活動することに努めています。また、6月より日本精神
科看護協会長崎県支部の教育委員会委員を務めること
になり、院外においても杠葉病院の精神科認定看護師
として活動しています。県内の多くの精神科看護師と
協働し、精神科看護の質の向上を目指していきます。
さらに将来的には杠葉病院で共に働く仲間を増やし、
当院の発展に少しでも貢献できるように頑張っていき
ます。

　平成29年6月14日から6月16日にかけて、愛知
県名古屋市で開催された第32回日本老年精神医学会
（ウインク愛知）と、第22回日本老年看護学術集会（名
古屋国際会議場）に、葉室篤医師（認知症専門医）と、
桜花病棟 若浦看護主任と、本田稔看護師が参加しま
した。日本老年精神医学会では、葉室医師（共同研
究者：若浦雄也、本田稔）が、『不眠を伴う認知症患
者におけるスボレキサントの治療効果について』と
いうテーマで発表を行いました。認知症患者に対す
るスボレキサント（商品名：ベルソムラ）の効果に
関する研究は先行研究がまだまだ少なく、たくさん
の方々が聞きに来られ、関心の高さがうかがえまし
た。また、6月16日から6月18日にかけて岡山県岡
山市で開催された第42回日本精神科看護学術集会
（岡山コンベンションセンター）に同3名が参加し、

桜花病棟の若浦看護主任が『認知症治療病棟のこれ
からを考える～機能別ユニットケアを導入して～』
というテーマで発表を行いました。また、若浦主任は、
精神科認定看護師として学会交流セミナーの共同企
画者、ファシリテーターで『精神科看護における現
場の倫理を語り合おう！』というセミナーを開催し、
全国の多くの精神科看護師と倫理的語りを通じて、
現場の看護の困難さの解決方法を話し合いました。
　学会に参加することは、敷居の高いことかと思わ
れがちですが、参加することで日々のケアのヒント
を得たり、普段行っていることの科学的根拠を得る
ことができるなど多くの学びがあります。これから
も積極的に学会に参加し、学びを深め、看護・介護
の質の向上に努めていきます。

ゆずクリニックの紹介

3階 心療内科・精神科（予約制）
長崎大学病院等の医師が担当します。
臨床心理士のカウンセリング、
ソーシャルワーカーの生活相談等も
行っています。
まずは、お電話にてお問い合わせください。

☎095-822-3415

4階 糖尿病・内分泌内科（予約制）
火曜日のみ糖尿病専門医が担当します。
月曜午後、金曜午前には専門の看護師（糖尿病療養指導士）が相談対応します。
まずは、お電話にてお問い合わせください。

☎095-895-5560

精神科認定看護師の役割
●すぐれた看護実践能力を用いて、質の高い精神科看護を実践すること。
●精神科看護に関する相談に応じること。
●精神科看護に関する指導を行うこと。
●精神科看護に関する知識の発展に貢献すること。

●的確なアセスメント
●質の高い看護実践
●多職種連携・調整 など

●看護職等への助言
●精神科看護に関する相談への対応
　など

●看護職等への
　教育的なかかわり
●組織内の活動の活性化 など

●看護研究論文の発表
　など

第42回 日本精神科看護学術集会
葉室篤（認知症専門医・精神科医）
（共同研究者：若浦雄也、本田稔）
『不眠を伴う認知症患者における
　　　　　スボレキサントの治療効果について』

桜花病棟 看護主任 若浦雄也
『認知症治療病棟のこれからを考える
　　　　～機能別ユニットケアを導入して～』

〒850-0831 長崎市鍛冶屋町2番11号　銀嶺ビル3F・4F

桜花病棟看護主任

若浦 雄也

精神科認定看護師のロゴ ▼
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葉室篤（認知症専門医・精神科医）
（共同研究者：若浦雄也、本田稔）
『不眠を伴う認知症患者における
　　　　　スボレキサントの治療効果について』

桜花病棟 看護主任 若浦雄也
『認知症治療病棟のこれからを考える
　　　　～機能別ユニットケアを導入して～』

〒850-0831 長崎市鍛冶屋町2番11号　銀嶺ビル3F・4F

桜花病棟看護主任

若浦 雄也

精神科認定看護師のロゴ ▼
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お気軽にご利用ください。
　診療のご案内　ホームページもご参照ください（http://clinic.yuzuriha.or.jp/）。

　平成28年度精神科認定看護師認定試験に合格し、平
成29年4月より精神科認定看護師として活動していく
ことになりました。平成27年からの2年間、東京都と
京都府において行われていた認定研修に、杠葉病院の
全面バックアップのもと行かせていただきました。研
修期間中は5日～ 7日、臨床実習中は約3週間病棟を不
在にし、病棟師長をはじめ病棟スタッフに多大なる迷
惑をかけましたが、全ての方々の協力もあり無事に成
し遂げることが出来ました。この場を借りて厚く御礼
申し上げます。
　さて、精神科認定看護師は、精神科看護の専門的知
識や技術を用いて、質の高い精神科看護の「実践」「相談」
「指導」「知識の発展」を役割としています。また、精
神科看護の現場で起こる様々な臨床状況に対応する力
を発揮し、他部門との連携、調整役、看護上の困りご

との相談役、院内教育を活性
化させるなどの活動を通し
て、現場の精神科看護が向上
することが期待されています。
　4月から4ヶ月が経過しようとしていますが、院内研
修や病棟研修の実施、業務改善に関することなどを病
棟スタッフと協力しながら進めていくなど、積極的に
活動することに努めています。また、6月より日本精神
科看護協会長崎県支部の教育委員会委員を務めること
になり、院外においても杠葉病院の精神科認定看護師
として活動しています。県内の多くの精神科看護師と
協働し、精神科看護の質の向上を目指していきます。
さらに将来的には杠葉病院で共に働く仲間を増やし、
当院の発展に少しでも貢献できるように頑張っていき
ます。

　平成29年6月14日から6月16日にかけて、愛知
県名古屋市で開催された第32回日本老年精神医学会
（ウインク愛知）と、第22回日本老年看護学術集会（名
古屋国際会議場）に、葉室篤医師（認知症専門医）と、
桜花病棟 若浦看護主任と、本田稔看護師が参加しま
した。日本老年精神医学会では、葉室医師（共同研
究者：若浦雄也、本田稔）が、『不眠を伴う認知症患
者におけるスボレキサントの治療効果について』と
いうテーマで発表を行いました。認知症患者に対す
るスボレキサント（商品名：ベルソムラ）の効果に
関する研究は先行研究がまだまだ少なく、たくさん
の方々が聞きに来られ、関心の高さがうかがえまし
た。また、6月16日から6月18日にかけて岡山県岡
山市で開催された第42回日本精神科看護学術集会
（岡山コンベンションセンター）に同3名が参加し、

桜花病棟の若浦看護主任が『認知症治療病棟のこれ
からを考える～機能別ユニットケアを導入して～』
というテーマで発表を行いました。また、若浦主任は、
精神科認定看護師として学会交流セミナーの共同企
画者、ファシリテーターで『精神科看護における現
場の倫理を語り合おう！』というセミナーを開催し、
全国の多くの精神科看護師と倫理的語りを通じて、
現場の看護の困難さの解決方法を話し合いました。
　学会に参加することは、敷居の高いことかと思わ
れがちですが、参加することで日々のケアのヒント
を得たり、普段行っていることの科学的根拠を得る
ことができるなど多くの学びがあります。これから
も積極的に学会に参加し、学びを深め、看護・介護
の質の向上に努めていきます。

ゆずクリニックの紹介

3階 心療内科・精神科（予約制）
長崎大学病院等の医師が担当します。
臨床心理士のカウンセリング、
ソーシャルワーカーの生活相談等も
行っています。
まずは、お電話にてお問い合わせください。

☎095-822-3415

4階 糖尿病・内分泌内科（予約制）
火曜日のみ糖尿病専門医が担当します。
月曜午後、金曜午前には専門の看護師（糖尿病療養指導士）が相談対応します。
まずは、お電話にてお問い合わせください。

☎095-895-5560

精神科認定看護師の役割
●すぐれた看護実践能力を用いて、質の高い精神科看護を実践すること。
●精神科看護に関する相談に応じること。
●精神科看護に関する指導を行うこと。
●精神科看護に関する知識の発展に貢献すること。

●的確なアセスメント
●質の高い看護実践
●多職種連携・調整 など

●看護職等への助言
●精神科看護に関する相談への対応
　など

●看護職等への
　教育的なかかわり
●組織内の活動の活性化 など

●看護研究論文の発表
　など

第42回 日本精神科看護学術集会
葉室篤（認知症専門医・精神科医）
（共同研究者：若浦雄也、本田稔）
『不眠を伴う認知症患者における
　　　　　スボレキサントの治療効果について』

桜花病棟 看護主任 若浦雄也
『認知症治療病棟のこれからを考える
　　　　～機能別ユニットケアを導入して～』

〒850-0831 長崎市鍛冶屋町2番11号　銀嶺ビル3F・4F

桜花病棟看護主任

若浦 雄也

精神科認定看護師のロゴ ▼

平成 29 年（2017年）秋　　第14号（1）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」 平成 29 年（2017年）秋　　第14号（2）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」 平成 29 年（2017年）秋　　第14号（3）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」



土井首
郵便局

土井首
バス停

田吾作米
（看板）

国
道
４
９
９
号
線

野
母
崎
・
香
焼
方
面
↓

杠葉
  病院

グループホーム
鹿追の里

アクセス

精神科・心療内科・内科・歯科・
歯科口腔外科・矯正歯科
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病院親睦バレーボール大会で「Cパート優勝！」という輝かしい成績を上げる事ができ、各部署の職員たちがひとつになって頑張る
姿がとても感動的でした。今後も、職員間の「つながり」を大切に、「働きやすい職場づくり」を目指していきたいと思っております。

http://www.yuzuriha.or.jp/

編 集
後 記

武次食堂

土井首
バス停

「最近、眠れない」「毎日、ゆううつで何もしたくない」「仕事でのストレスで体調がすぐれない」
「最近、親が物忘れがひどくなった」等、誰にも悩みを話せない・・・でもどうにかしたい！
そのような悩みがあれば、私たちからご自宅等へ出向きお話を聞かせて下さい。
一緒にお悩みを共有しながら、「こころの元気」を取り戻すお手伝いをさせて下さい。
※まずは、お気軽にお電話下さい。（相談内容によっては、お引き受けできない場合もございますのでご了承ください。）

「出張相談」いたします

当院へ徒歩でお越しの際は、坂の登り
口より電話（095-878-3734）してい
ただければ、坂の下までお迎えに参り
ますので遠慮なくご利用ください。
（土日祝は除きます）

この区間は
急な上り坂に
なっています

駐車場

診療科目

病床数

長崎バス
30番系統に乗車　（深堀・香焼・野母崎方面行き）
土井首バス停下車　徒歩およそ10分
クルマ
国道499号下り線土井首バス停の次の信号の先を左折
（田吾作米の看板が目印）
長崎駅・大波止ターミナルからは、野母崎・香焼方面に向け
国道499号線沿いをおよそ30分走行

〒850-0975 長崎県長崎市三和町413番地

TEL 095-878-3734 FAX 095-878-3289
検  索杠葉病院

す ～こころのかぜひいていませんか？～

電話受付：平日（月～金）（10:00 ～16:00）（予約制）
お問い合わせ：（095）878-3734　事務総務課　担当：吉田形（よしだがた）、地域生活支援課　担当：冨永

連絡先

地域生活支援課からのお知らせ
～患者様とご家族の方へ～
外来受診や入院相談に関しては、
地域生活支援課のソーシャルワーカーが対応します。
ささいな事でも構いませんので、お気軽にご相談ください。

～医療機関および施設の方へ～
地域医療連携の窓口として
「地域生活支援課」が、お話をうかがいますので、
ぜひご利用ください。

受付時間 ： 8:50～17:10 電話 095-878-3734 （代表）ファックス095-878-3289 （代表）

　平成29年6月18日、第26回メモリード杯バレーボー
ル大会が開催され、杠葉病院として参加しました。予選2
勝し、決勝進出。接戦の末Cパート優勝を果たすことが
できました。前回の悔しさを晴らすことができ、チーム
一丸となって掴んだ勝利だったと思います。次回Bパー
トでの試合になりますが、杠葉病院らしさを忘れず1つ
でも多くの勝利を目指します。

第26回 メモリード杯病院親睦バレーボール大会

Cパート優勝しました！

祝 優勝！

「第10回 ゆず祭り」
が開催されました
　平成29年5月20日（土）、杠葉病院
グランドにて「第10回　ゆず祭り」が

開催されました。今回も外部から創作品やパン・野菜な
どの店舗の出店、ネイルサロンなどボランティアの方々
のご協力があり、また、地域住民の方々も多数足を運ん
で頂き、とても充実したゆず祭りとなりました。
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病 院 理 念

患者様本位の医療と看護
一、人間としての尊厳と生活の質を重視した思いやりのあるケアの提供

二、地域社会との連携を目指した医療・看護サービスの提供

三、職員の専門知識の向上による医療・看護の充実

基本方針

第26回メモリード杯病院親睦バレーボール大会Cパート優勝での記念撮影

杠葉病院は、大正13年に創設された精神科の医療機関です。
長崎市南部の緑豊かな環境の中、地域に根差した医療を心がけています。
職員一同、「患者様本位の医療と看護」の理念に基づいた人間的温かみのある

医療サービスの提供に努めます。

第 14号
秋
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のびのびリング

2017

病 院 理 念

患者様本位の医療と看護
一、人間としての尊厳と生活の質を重視した思いやりのあるケアの提供

二、地域社会との連携を目指した医療・看護サービスの提供

三、職員の専門知識の向上による医療・看護の充実

基本方針

第26回メモリード杯病院親睦バレーボール大会Cパート優勝での記念撮影

杠葉病院は、大正13年に創設された精神科の医療機関です。
長崎市南部の緑豊かな環境の中、地域に根差した医療を心がけています。
職員一同、「患者様本位の医療と看護」の理念に基づいた人間的温かみのある

医療サービスの提供に努めます。
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